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第Ⅱ章砂質露地畑におけるパンライシメータ法による
クロロタロニル鉛直浸透量の測定

第１節緒 昌

農耕地に施用された農薬は、その一部が土壊中を鉛直

浸透して地下水を汚染することが懸念される。農薬によ

る地下水汚染に対する規制としては、1997年に｢地下水

の水質の汚濁に係わる環境基地｣が告示され、1,3-ジク

ロロプロペン、チウラム、シマジン、チオベンカルプの

環境基準値が設定された（環境庁、1997)。今後、この

基準値を遵守し、農薬による地下水汚染を未然に防止す

るために、農耕地における農薬の鉛直浸透の機作を明ら

かにする必要がある。

これまでに、土填中における農薬の移動性は、土壌の

有機炭素含埜が少ないほど大きくなることが報告されて

いる（McCallら、１９８０；奴田原・市原、1990)。千葉県

の代表的な畑耕地の一つである砂質露地畑は、他の畑耕

地に比べて有機炭素含騒が少なく、上記の知見から農薬

が鉛匝浸透しやすいと考えられる。また、実際の牛恋圃

場では土塊中の粗大孔隙や大鼠降雨など、農薬の鉛直浸

透がより生じやすい環境が存在する。

そこで、本章では、砂質露地畑において、クロロタロ

ニルを始めとする農薬鉛直浸透の実態を明らかにするた

めに、土填の成層柵造を破壊せず、壁面の影響が無い、

パンライシメータ法（金子・山本、１９９９；金子ら、２００２

；山本ら、1997；山本、l999a；山本、l999b；山本、

1999ｃ；山本・金子、２０００；山本、2004）を用いた試験

を実施した。

第２節材料および方法

１．パンライシメータの栂造

パンライシメータの榊造は、土壊浸透水を採取するス

テンレス製の集水パンとポリエチレン製の貯水タンクを
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接続したものとした（第2-1図)。集水パンは一辺30cmの

正方形で、一辺に高さ３cmの壁を立て、その直角方向中

央を２度の角度で折り曲げた。壁中央には穴を開けて泣

径３cmの管を接続し、内部にロックウールを充填して採

水管とした。築水パンの設世方法は、縦穴を掘削後、地

表面から深さ50cmの土壊断面に約５度の傾斜をつけて挿

入した。貯水タンク内の土壌浸透水の採水は、ビニール

チューブを空気抜き用の塩化ビニル製パイプからタンク

底面に通し、真空ポンプ（サンケイ理化社製SK-5401型）

で吸引して行った。

２．賦験区および耕種概要

試験場所は千葉県農業試験場（現千葉県農林総合研

究センター）砂地野菜研究室、場（千葉県匝瑳郡野栄町、

現千葉県匝瑳市）とした。土壊は中粗粒褐色低地土(長

崎統）であり、その理化学性は、土性が砂土、有機炭素

含批が129ｋｇ.'､粘土含量が419ｋｇ'､CECが９cmolckg.'、

全孔隙率が0.547㎡、認､仮比重が1.264である（千葉県、

1978)。試験圃場の面積は35㎡（７×５ｍ）とし、圃場中

央にパンライシメータを設世した（1995年８月２３日)。

試験期間は、供試農薬を散布した1996年６月１８日から

１０月２１日までの125日間とし、採水日を農薬施用３，１０，

２０，２４，３４，６２、９４，１０１，１２５日後とした。

緋極概要は、集水パン直上に畦が位世するように、畦

高30cm，畦間lOOCmの畦立てをし、供試農薬を施用後、

仙行の栽培法によりサツマイモを栽培した。

３．供試薬剤

供試農薬は、クロロタロニル40.0％フロアブル剤（施

用戯は成分換算で80ｍｇ、.z、水溶解度0.9ｍｇＬ・’（金漂、

1996)、以下、表記同じ）とし、比較対照のためにシマ

ジン1.0％粒剤(80ｍｇ、週、６．２ｍｇＬ･')、ダイアジノン40.0

％乳剤（80,9,.2,40ｍｇＬ,')、メトラクロール45.0％乳

剤（l80mgm2、488ｍｇし．')、ジメトエート43.0％乳剤（８６

ｍｇ、惣、25,000ｍｇＬ~'）を用いた（第2-1表)。乳剤とフ

ロアプル剤の施用は、水lOLで希釈して試験圃場全面に

均一に行った．

また､農薬の土壊中における移動性を評価するために、

トレーサーとして塩素イオン（以下、cl-）を使用し、

農薬施用直後に2.5％塩化カリウム溶液2OLを試験圃場全

面に施用した。

４．分析法

採取した土壊浸透水は、ガラス瓶に約１Ｌ分取して分

析に供した。各供試農薬は、拭料400mLに塩化ナトリウ








